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上尾道路（江川地区）環境保全対策検討会議と 

湿地保全プロジェクトチームの役割分担について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

上尾道路（江川地区）環境保全対策検討会議 

○目的 

「上尾道路の江川下流域周辺における環境保全の取組み（案）」に基づき、事業者が提案

する整備方策や環境保全措置について検討し、意見・助言することを目的とする。 

○検討事項 

検討会議は、次の各号に掲げる事項について協議すること。 

（１）環境保全措置を講じる対象に関すること 

（２）専門的立場からの助言に関すること 

○上尾道路（江川地区）の環境保全対策 

（仮称）湿地保全プロジェクトチーム 

○目的 

上尾道路が江川と交差する地域の豊かな自然・生態系と美しい風景の継承を目指し、湿地環

境の保全・再生及び湿地に生息する希少動植物の保全・育成・管理を行うことにより、道路と
自然環境の共生を目指す。 

○活動内容 

①特定希少植物種の自生地の保全・増殖に取り組む。 
②特定希少植物種の増殖実験、工事実施により影響を受ける希少植物の移植、湿地再生等に

取り組む場所として両岸に湿地保全エリアを設定し、活動を行う。 
③橋梁と湿地環境の保全・再生を一体的に行うことを目的に、ビオトープの整備・管理・モ

ニタリングを行う。 

○実施メニュー 

①湿地保全計画の立案 

湿地保全エリア・ビオトープについて、湿地の保全・再生及び湿地環境と共生した景観
づくりを行うための計画を立案 

②湿地の整備 
湿地保全計画に従って、希少植物の移植と現地での栽培の継続を実施するとともに段階

的に湿地の整備を実施 
③湿地の管理とモニタリング 

湿地の環境が安定するまでの積極的な管理と安定後の管理・モニタリングを実施 
④湿地の改良 

湿地環境の安定化に向けて必要な改良を検討し、実施。必要に応じて埼玉大学を中心と
した技術的な検討を行う。 
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